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　深部岩盤中の地下水の地球化学的データを取得するために・坑道壁面から掘削した

試錐孔を利用し坑道周辺の目的とする深度から地下水を採取できる装置を製作した・

　同装置は採水区闇を設定するパッカー部、パッカー拡張用ダブルロッド、および地

上部からなる。地上部は採水区間の圧力監視用圧力計と同区間と連結しているチュー

ブから採水するためのバルブで構成されている。

　装置の適用孔径は66mm、最大設置深度は2mである・採水区間を閉鎖する遮水パ

ッカーに加えて、試錐孔周辺岩盤内の水理学的な変化を防止するためのデッドスペー

ス用パッカーを備えている。装置には、採水区間およびデッドスペース用パッカーで

閉鎖された区間の空気を除去するための注水およぴ採水ができる機能を持たせた・

　室内性能試験では、2mのダミー管内で遮水用パッカー、デッドスペース用パッカ

ーが確実に拡張・収縮でき、十分な遮水性能を持つことを確認した。

　釜石鉱山250mレペル坑道内で実施した設置指導においても・本装置の性能は確

認された。
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Packer System for Groundwater sampling in Drift 
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Youichi Hirata 

abstract 
In order to get geochemical data of groundwater in deep rock,we 

developed an instrument which could sample groundwater using a borehole 

drilled at the wall in drift. 

The instrument consists of mechanical packer and block to divide the 

zone into water sampling unit,and of double rods system to expand or to 

contract the packer,and of system on surface. The system on surface 

consists of pressure guage to watch water pressure,and of valve system to 

sample water with tube connecting to sampling unit. 

The instrument is applicable to 66mm diameter and 2m depth borehole. 

And it not only has water flow intercepting packer which close a sampling 

unit from surrounding medium, but also has dead space packer to prevent 

any change in hydrologic quality in suFrounding rock media of the 

borehole.This instrument has deairation function to remove air in sample 

water which is closed each sampling unit with dead space packer. 

We validated that this sampler has sufficient interception 
characteristics in water flow,after confirming intercepting packer (for 

water flow) and dead space packer to expand or to contract in 2m long 

dummy tube through indoor testing of its faculty. 

At the guidance of installation in the 250m level drift of Kamaishi 

mine, the faculty of this instrument was fully confirmed. 
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1　まえがき

　地層科学研究の一環として、深部岩盤中の地下水の地球化学的データを取得するこ

とを目的として、坑道壁面から掘削した試錐孔の目的とする深度から地下水を採取で

きる装置を製作した。

　装置の適用孔径は66mm、最大設置深度は2mである。採水区間を閉鎖する遮水用

パッカーに加えて、試錐孔周辺岩盤内の水理学的な変化を防止するためのデッドスペ

ース用パッカーを備えている。又、これらのパッカーで閉鎖される区間に注水するこ

とにより、同区間内の空気を除去できる構造とした・また・地下水の地球化学的特性

に影響を与えないように、装置の材質と構造を選定・考案した。

　同装置は大きく、採水区問を設定するパッカー部、パッカー拡張用ダブルロッド、

地上部からなる。地上部は、採水区間の圧力監視用圧力計と同区間と連結したチュー

ブから採水するバルブで構成されている。なお、パッカー部と地上部は3孔分製作し

た。

　室内性能試験では、同装置が2mのダミー管内で確実な設置作業ができ、十分な遮

水性能を持つことを確認した。

　本報では上述した装置の構造、性能の詳細と・室内性能試験結果について述ぺる・

　なお、本装置は、動力炉・核燃料開発事業団の依頼によって大成基礎設計㈱が設

計、製作した1
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2　装置の仕様

　深部岩盤中に掘削された坑道近傍の地下水は、大気の侵入等によってその地球化学

的特性が変化すると考えられる。本装置はこの特性の変化を調査することを目的とし

て、坑道壁面から掘削した試錐孔から地下水を採取するために製作した。

2．1初期仕様

本装置の初期製作仕様を次に示す。

（a）採水区間遮水用パッカー、デッドスペース用パッカーの外径を64mmとし

　　た。

（b）採水区間を閉鎖するために採水区間遮水用パッカーを設置する。このパッカ

　　ーには、採水と共に注水による空気の除去を目的として、注水ラインと採水ラ

　　インの2系統のチューブ（ステンレス製）を接続できるようにする。

（c）試錐孔内への空気の侵入と、試錐孔周辺の水理条件の変化を防ぐために、1

　　試錐孔内に3個のデッドスベース用パッカーを設置する。

（d）注水および採水用チューブは、ステンレス製で外径2mm、全長2500mmと

　　する。

（e）注水ラインと採水ラインの閉鎖と採水を任意に行うために、これら2系統の

　　チューブにステンレス製バルブを装着する。バルブの片端にはステンレスチュ

　　ーブ用、他端にはテフロンチューブ用ニップルを装着する。

〔f）採水区間の圧力低下による溶存ガスの気化を防ぐために、同区間の圧力監視

　　用にプルドン管式圧力計を各注水ラインに装備する。

（g）専用の注水用ハンドポンプ1台を付属装置とする。

（h）トルクレンチを有し、パッカーの拡張が確実に行えるパッカー拡張用ダブル

　　ロッドを1台製作する。

（i）採水区間遮水用パッカー、デッドスペース用パッカー、注水および採水用

　　チューブ、チューブニッブルおよびバルブは3孔分製作する。

　2．2製作仕様

　上述の初期仕様に沿って設計検討を行い、事業団との協議により決定した装置の製

作仕様を次に示す。

　（1）パッカー（採水区問遮水用、デッドスペース用）の外径を64mmとした。
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（2）2mの試錐孔内に採水区間遮水用パッカー1個とデッドスペース用パッカー

　3個を連続して設置し、全部で4個の注水・採水が可能な区間を設定できる構

　造とした。

（3）各パッカーで設定される区間に接続する注水ライン・採水ラインのチューブ

　は、外径4mm、内径3mm、全長2000mmのステンレス製チューブとした。パ

　　ッカー組立に必要な専用工具も製作した。

（4）各採水ラインと注水ライン毎にステンレス製バルプ（1孔で8個）を地上部

　のアルミパネル上に設けた。

（5）各区間の圧力を監視するための圧力計（1孔で4個）を地上部に設けた・

（6）全長2mと1mのトルクレンチ付きパッカー拡張用ダブルロッドを各1つず

　っ製作した。

（7）付属装置として、注水用ハンドポンプ1台を装備した。

（8）採水区間遮水用パッカー、デッドスペース用パッカー、注水および採水用チ

　　ューブ、地上部は3孔分製作した。
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3　装置の構造

　3。1装置の基本構成および機能

　装置は、パッカー部と地上部、およびパッカー拡張用ダブルロッドの3つで構成さ

れる。図一1に基本構成を図示する。なお、パッカー部と地上部は同じ仕様で3孔分

製作した。この他に付属物として、採水区間への注水用ハンドポンプ、パッカーの組

み立ておよぴ挿入設置時に使用する専用工具等がある。また、試錐孔内ではステンレ

スチューブ、孔口から地上部まではテフロンチューブにより、採水区間と地上部を連

結できるようにした。

　パッカー部は、1つの採水区間遮水用バッカーと3つのデッドスペース用パッカー

で2mの試錐孔内に4個の採水区間を設定できるようにした。各パッカーは採水区間

を限定して他の区間から地下水が流入するのを防ぎ、ステンレスチューブと採水口を

連結する機能を持っ。

　地上部では、各採水区間の注水ラインと採水ラインに1つずつ対応した閉鎖バルブ

により、同区問の閉鎖および採水を任意に行う。また、各採水区間に1つずつの圧力

計は各区間の圧力変動を監視するために設けた。

　パッカー拡張用ダブルロッドは、パッカー部を設置・回収するための治具であり、

4っのパッカーを深度2mの試錐孔内に順次設置するために、全長2mと1mのもの

を製作した。

f撚鴎蹴用パッカー　豫孔

口

　　　　　　　継
　　　　　　　　髄　　　　パッカー拡張浸　　　　　ダブルロッド　　　　　　（2m、1皿）

且　注水用　ハンドポン

㌍　　　　　　　　　　液パッカー部　　　　　　　　　　　　　　　　地上部

㌔町インEC〉C）OC）
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図一1　坑道内採水用パッカーシステム概要図
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3．2装置各部の構造

　　3．2．　1パッカー部

　パッカー部は2mの試錐孔内に4個の採水区閤を設定する場合は、図一2に示すよ

うに採水区間遮水用パッカー1個、デッドスペース用バッカー3個を設置する・

　各パッカーは、スペーサーA、スペーサーB、中空シャフト、パッカーラバー、押

しカラー、ワッシャ、長ナットで構成されている。また中空シャフトの内側には、採

水区間と地上部を連結するためのステンレスチューブが通っている・　（図一3・4参

照）デッドスペース用パッカーのスペーサーAは採水区間遮水用パッカーと異なり・

試錐孔内に先に設置したパッカーの一部とステンレスチューブをその内部に通し、水

密性を保ってパッカーを連結することができる。このため・デッドスペース用パッカ

ーのスペーサーAとスペーサーBは、採水区間遮水用パッカーのそれと形状が異なっ

ている。

　　（1）スペーサーAはスベーサーBと共に200mmの採水区間を確保するための

　　　　部品であり、同区間への採水口と注水口を持っている。このスペーサーAの

　　　　採水ロは、試錐孔が水平～鉛直上向きに掘削されたときに使用する・

　　　　　デッドスペース用パッカーでは、上記の機能に加えて試錐孔内に先に設置

　　　　したパッカーの押しカラー、中空シャフトの一部、ワッシャ・長ナットとス

　　　　テンレスチューブをその内部に通し、水密性を保ってパッカーを連結するこ

　　　　とができるように中空となっている。

　　（2）スペーサーBは、上述のとおり採水区間を確保し、また中空シャフトと接

　　　　続してパッカーラバーを押しつぶすカラーとしても機能している。また・試

　　　　錐孔が水平～鉛直下向きに掘削された場合に使用する注水口も備えている。

　　（3）中空シャフトは、パッカーラバーを押しつぶす長ナットに対する軸ネジで

　　　　ある。また、各採水区間と地上部を連結するステンレスチューブを通すため

　　　　に、中空となっている。

　　（4）パッカーラバーは、採水区間を他の区間と分離するための部品である。同

　　　　部品の材質は、耐久性および地球化学的特性を考慮して天然ゴム製を用いて

　　　　いる。

　　（5）押しカラーは長ナットを締め込んで発生させるラバーヘの圧縮力をラバー

　　　　へ伝達する部品である。地上部から採水区間への漏気を防ぐためにOリング

　　　　加工を施してある。
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（6）ワッシャは長ナットの締め込みトルクを部品間の摩擦で損失せずに、圧縮

　力に変換するためのスラストワッシャである。

（6）長ナットは対辺32mm、長さ40mmの特製ナットで、これを締め込んでラ

　バーを拡張させるための圧縮力を発生させる。また、これを緩めて中空シャ

　フトとダブルロッドを連結することによりパッカーを試錐孔内から回収する

　ことができる。
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　　3．2．2パッカー拡張用ダブルロッド（図一5参照）

　パッカー拡張用ダブルロッドは2重管構造で、全長2mと1mのものを製作した・

　内管は中空シャフトを固定するために、先端が切り欠きを持ったオスねじとなって

おり、他端にはパッカー固定用ハンドルを備えている。また・通水用ステンレスチュ

ーブが内管の内側を通るよう十分な内径を有する構造とした。

　外管の先端は長ナットを締め込むために、対辺32mmのソケットレンチとなってい

る。他端は、設定締め込みトルク（室内性能試験結果より求めた値320kgf・cm）で

空転する単能型トルクレンチとなっている。
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　　3．2．3地上部

　地上部は試錐孔内の各採水区間に対して2つの開閉バルブ（注水、排水）と1つの

圧力計が1セットとなっており、1試錐孔につきこれらを1つのアルミパネル上に4

セット装備している。また、地上部には同部を坑道壁面のアンカー等に取りつけるた

めにチェーンを装着してある。

　図一6に示すように注水開閉バルブは各区間への注水用配管を開閉し、採水開閉バ

ルブは採水用配管を開閉する。圧力計は・バルブ開閉時または採水時の各区間の圧力

を監視するために設けた。排水バルブは、地上部内の注水用配管からの排水時に解放

する。この排水バルブと注水口は全区間共通である。

　圧力計、開閉バルブ、およぴチューブ接続継手は地下水の水質に影響を与えないよ

うに、油分を除去したステンレス製のものを使用した。また、同じ理由で地上部内の

配管には、テフロンチューブを使用した。

パ
注
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図一6　地上部配管概要図（1試錐孔分）
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　　3．2．4注水用ハンドポンプ

　注水用ハンドボンブは付属のチューブで地上部バネルの注水口に接続し・パッカー

部で設定される各区間への空気排除のための注水に用いる・

　ポンプは、寺田ポンプ製のTP－50型である。　（図一7参照）

　同ポンプの最大吐出圧力は50kgf／cm’、1ストローク当りの吐出量は13ccであ

る。

図一7　注水用ハンドポンプ

　3．2．5専用工具

専用工具は、直角変形スパナ、タップ、、ベンダー、六角レンチである・

（1）直角変形スパナ

（2）ベンダー

（3）タップ

（4）六角レンチ

（5）パイプカッター：切断可能外径2～24mmでステンレスチューブの切断に使

　　　　　　　　　　用する。

：対辺12mmで、パッカーのスペーサーBに装着してあるス

テンレスチューブ用ニップルの締め込みに使用する。

：パッカーのスペーサーBにステンレスチューブを接続する

時に、ステンレスチューブを変形させるのに使用する。

：PT1／8ネジ用で、パッカーのスペーサーA、Bに加工し

　てあるPT1／8メスネジのネジ山が複数回の使用により荒

　れた場合の補修工具である。

；対辺5mmのドライバー型で、パッカーの組立に使用する。
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パッカー部、地上部、パッカー拡張用ダブルロッド等をそれぞれ構成する部品を

表一1に示す。

表一1　部品一覧表

部品名称 材　質 形式およぴメーカー名 個数

採水区闇遮水用 3
パ パッカー SUS303，304

ツ デッドスペース用 9
カ パッカー SUS303。304

1 パッカーラバー 天然ゴム 12
部 ステンレス 24

チューブ
SUS303

外径4mm全長200cm

パ ソケットレンチ　： 全長1m
1

ダツ クロムバナジウム鋼 全長2m
1

ブカ SUS304，316

ル1

ロ拡

ツ張

ド用

地 圧力計 SUS304
禁油1．5級5kg㈱第一計器製作所 12

上 閉鎖用バルブ SUS316 WHITEY 24
部 操作板 アルミ 3

そ ハンドポンブ TP－50㈱寺田ポンプ 1

の 直角変形スパナ 対辺12mm 1

他 タップ PT1／8（タッブハンドル含む） 1

ベンダー EA215B1／4　エスコ社製
1

六角レンチ 対辺5mm　ドライパー型 1

パイプカッター EA202B　エスコ社製 1
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3．3装置の性能

本業務で製作した採水用パッカーシステムの基本性能を表一2に示す。

表一2　基本性能表

適用項目 性　能 左記項目に対応する装置の機能

孔　　　径 66mm パッカー部の外径64mm

最大設置深度 2m パッカー拡張・収縮用ロッドの全長が最大2m

採水区間の最大設定数
4個

採水区間遮水用パッカー1個、デッドスペース用パッカー3個の組み合わせで可能

採水区間長
200mm スペーサーAおよびB、押しカラーの組立後の全長200mm

有効遮水区間長 281mm パッカーラバー長300mm

試錐孔角度 任意 2つの採水口を試錐孔の角度により選択する
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4　室内性能試験

　製作した装置の作業性と遮水性能を確認するために、室内において性能試験を実施

した。以下にその結果を述ぺる。

　4．1試験方法

　（1）パッカー拡張・収縮試験

　全長2m、内径66mmのアクリルパイプ内に、採水区間遮水用パッカー、デッドス

ペース用パッカー3っを順次挿入し、パッカー拡張用ダブルロッドを使用して各パッ

カーを拡張・収縮させる試験を実施した。

　（2）遮水性能試験

　内径66mmのアクリルパイプ内に採水区間遮水用パッカーを挿入し、長ナットを締

め込んでパッカーラバーを拡張させる。この長ナットの締め込みトルクの大きさは、

150kgf・cm、200kgf・cm、300kgf・cmに設定する。次にパッカー閉鎖区間に注

水し、5kgf／cm2まで加圧する。圧力5kgf／cm2まで水の漏洩が見られない場合は、

この圧力条件下で24時間放置して、この注入水が漏洩しないことを確認する。　（図

一8参照）

加圧力5㎏f／cm2

コンプ

レッサー

調圧器

水加圧タンク

ダミ＿管　　注水口閉鎖

　　　　　　（沈みプラグ）
（アクリル管）

ノ｛ッカ＿拡張由k・鷹一レ

○鰍ダニブノレロッド

口
－
　
■
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押しカラー
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採水ボディー

韻脳鱗

パッカーラバー

図一8　遮水性能試験装置図
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　4。2試験結果

　（1）パッカー拡張・収縮試験

　内径66mmのアクリルパイブ内で採水区間遮水用パッカー、デッドスベース用パッ

カーのいずれも、パッカー拡張用ダブルロッドによりラバーの拡張・収縮が確実にで

きることを確認した。

　（2）遮水性能試験

　試験結果は次のとおりであった。　（図一9参照）

　　　　　　　　　　　　表一3　遮水性能試験結果

パッカ」拡張トルク（kg・cm） 水圧5kgf／cm2に対する遮水結果

150 不能（注入水漏洩時圧力2kgf／cm2）

200 不能（注入水漏洩時圧力4kgf／cm2）

300 可能（24時間後も注入水の漏洩なし）
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　　　　　　　　　　　　図一9　遮水性能試験結果

　本試験結果よりパッカーラバーの拡張トルクは、300kg・cmあれば良いことが明

らかになった。

　実際の試錐孔の孔壁は凹凸が大きく、室内試験に使用したアクリルパイブに比べ・

パッカーによる遮水に不利な条件と考えられる。したがって・装置の拡張トルクは安

全性を考慮して320kg・cmに設定した。

　　　　　　　　　　0
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5　装置の設置指導

　平成6年1月26日、動力炉・核燃料開発事業団釜石事務所において、パッカー部

の挿入設置準備とその組立方法にっいて、同事業団担当者に対する説明を行った。

　平成6年1月27日、釜石鉱山250mレベル坑道に事業団が掘削した試錐孔を使

用して、装置の設置指導を事業団担当者に実施した。ここで、大成基礎設計㈱職員の

指導で事業団担当者が、前日の装置の取扱方法に沿って装置を設置した。また、同時

に本装置の確実な操作性、遮水性能が確認された。

表一4　設置指導のスケジュールおよび指導項目

年月日 指導項目

平成6年1月26日
パッカー部の構造説明地上部の構造説明採水口およびステンレスチューブの準備パッカー部の組み立て

平成6年1月26日
パッカー部の挿入設置準備パッカー部の設置方法パッカー部の回収方法地上部の設置方法各チューブの接続および注水方法

動燃事業団担当者 中部事業所：　瀬尾、浜釜石事務所：　笹本

設置指導者 大成基礎設計㈱：　松岡、山本
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6　操作マニュアル

6．1パッカー部挿入設置準備（図一10、11参照）

＠各パッカーの中空シャフトから長ナット、ワッシャ、押しカラー、パッカーラバ

　ーの順に抜き取り、スペーサーBの頭部に出てきた4本のキャップスクリューを

　対辺5mmの六角レンチで外す。そしてスペーサーAとスペーサーBを分離する・

⑮設置する試錐孔が上向き傾斜か、下向き傾斜かにより採水口を選ぶ。　（図一10

　参照）

◎採水ブロックまたは採水ボディーに1つずつある採水口のうち・使用しない方の

　内側にあるメスねじ（PT1／8）に、沈みブラグ（シールテープを巻く）を締め

　込み、使用しない採水口を確実に閉鎖する。

＠下向き傾斜の場合は採水口に接続するステンレスチューブをベンダーによってU

　字形に成形しておく。　（4連パッカーで使用する場合には4本のチューブについ

　て行う）

◎注水ロヘのステンレスチューブは、中空シャブトに通りやすいように手で曲げて

　おく。

①注水用のステンレスチューブにスウェジロック継手の袋ナットとフェルールを通

　し、スペーサーAのスウェジロック継手のボディーにセットする。スウェジロッ

　ク継手の袋ナットを手で締めた後スバナを使って1回と1／4回転締め込む。

⑧試錐孔が上向き傾斜の場合、採水用のステンレスチューブもスペーサーAに取り

　つける。袋ナットの締め込みは㊥と同様である。下向きの場合には・U字形に成

　形したステンレスチューブをスペーサーBに取りつける・この場合・チューブの

　スウェジロックヘの締め込みには直角変形スパナを使用する・

⑤注水口と採水口が円周上の180。異なる位置に来るようおおよそ合わせる・次に

　採水ブロックと同ボディーのOリング接合部に水をつけてOリングがはみ出さな

　いように注意しながらブロックにポディーを押し込む。　（Oリングがはみ出した

　まま押し込むとOリングを切断する）

①次にキャッブスクリューが軽く回るようにブロックとボディーの位置を調整し

　て、キャップスクリューを締め込む。

①中空シャフトにパッカーラバーをかぶせて・押しカラー・ワッシャ2枚・長ナッ

　トの順に組み立てる。

⑭注水口、採水口それぞれに接続しているステンレスチューブを確認して印をつけ

　る。また、採水口にストレーナーをセットする・ストレーナーを取り付けた後
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　は、これの脱落防止のためにストレーナー側を上向きにして保持する。

　　　　　　　採水ロ
　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　ストレーナー
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　りo甲
　　　　　　　　　　　　　　　　Oリング

　　　　　　　　　　　　　　　　／　」　　　　　　　　沈みプラグ
注水ロー｝→〆　　　　　　　　　　　　野
　　　　　　　　　　　　　　　　　襲　 ㌧・　。リング

　　　　　　　　　　　　　　　　　箪

　　　　　　　　　　　　スウヱジロック継手　　　　　　　　　　匹
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6．2パッカー部挿入・設置作業

◎パッカー拡張用ダブルロッドのロッド内管を外管にきっちり押し込む。

⑮ロッドを◎の状態にしたまま内側にステンレスチューブを通して、内管の接合ネ

　ジ部を中空シャフトの接合ネジ部にはめ込む。そして、手で長ナットを緩めてロ

　ッド内管と中空シャフトを連結する。　（図一12参照）

◎長ナットに外管のソケットレンチを被せて締め込み動作ができる状態で、採太口

　が　にえるように　　ハ’“ル　・一　・ウ　を　｛　、パッカー設置深度まで

　押し込む。

＠内　のハンド　　　　した　　、外管に付いているトルクレンチをカチンと責一が

　する　で・　㌧む。　（この時の締め込みトルクは320kg・cm）これで先端用パ

　ッカーは設置された。この時必ず残尺を測定する。

◎デッドスペース用パッカーの場合、スペーサーAの中空部分に設置済のパッカー

　からのステンレスチューブを通して、パッカーを挿入する。挿入時の作業は採水

　区間遮水用パッカーと同様である。

①試錐孔内に設置済みパッカーの頭部付近の深度までパッカーを挿入すると、0リ

　ングに当たり軽く抵抗を受ける。それから約10mm押し込むと事前に挿入してあ

　ったパッカーと接続できる。この後、採水区間遮水用パッカーと同様にして、外

　管のトルクレンチによりパッカーを設置し、残尺を測定する。

⑭パッカーラバーの拡張に伴って、拡張作業中のパッカーが孔□側に引き戻され

　　る場合があり、10mm引き戻されると0リング接合部分がはずれてしまう。し

　　たがって、パッカーを押し込みながら拡張させる必要がある。また、パッカー

　　設置後に測定区間に注水し、中空シャフト内に水が侵入してこないかどうかを

　　確認すると良い。
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パッカーラバ｝　押しカラ＿

／！〆
長ナット中空シャフト・
　　　　　ナ　　　院

ロツド内管

ノ　褒Bネゾ

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　＼
　　＼　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　、＼
　　＼
　　　＼　　

’

〆　〆　〆　∫’　

　　　　　　　　　　　　　　　　　切込を合わせる

　　　　　　0リ．ング　　　　　　　　　　　　　　　　　ソケットレンチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロツド外管）

　　趣喫⑪D・ド陥舟堅・フト電社支口蝸峡・集卦、適御き

　　　　②嘉淋hoソド守ト魁、枢ぺへ，揖起of上ヒ島雑）、窃3

　　　　⑦叫醜喚勲急餌醜・脳9い†り

　　　　　図一12　中空シャフトとロッド内管の接合

6．3地上部

＠設置したパッカー部の中空シャフト内から出ているステンレスチューブを、チュ

　ーブカッターを用いて適当な長さに切断する。

⑮切断したスデンレスチューブにチューブ切り替え用継手を接続し・これにテフロ

　ンチューブをつなげる。

◎各採水区間の注水口と採水口に連結しているテフロンチューブを・地上部の注水

　用および採水用のチューブ継手に接続する・　（図一13地上部概観図参照）

＠各採水区間の注水開閉および採水開閉バルブをすぺて開く。

◎給水用ワンタッチカプラーにハンドポンブのワンタッチカプラーを接続する。

㊥ハンドポンプで注水を行い、採水開閉バルブから空気が排出され十分に注入水が

　戻ってくるのを確認したら、各区間毎に採水開閉バルブ、注水開閉バルブの順に

　閉鎖する。
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⑧坑道壁面の適当な位置にアンカーボルト等を2本打設し、地上部に装着してある

　チェーンをこれにかけて地上部を設置する。この時、坑道壁面の凹凸が大きく地

　上部が傾く場合は、地上部下端にある2本の角度調節用ボルトで調節する。

⑭注水圧力を大きくすると、採水区間に亀裂がある場合には亀裂に空気を押し込

　　んで排出しにくくなるので、注水圧力を上げないように気をつける必要があ

る。

チェーン醐　チューブ継手

圧
力
計
1 ノ
1

一 』

ノ
／
注
水
声

1

く｛ ，
，

祇
1
　
一
咽
＝
場
ホ
八
ロ
ヘ
1
ト

』

く 黛《一
ノ　採水用チューブ継手

○ ～
＼
排
ホ
、
採
水

伯醗鮪告田ボルト

注水開閉バルブ

〆
　給水用
　ワンタッチカブラー

」非水ノ9レブー

採水開閉バルブ

図一13　地上部概観図
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7 設言十図面 縮小した設計図面を25頁から39頁に記す。

元の縮尺の設計図面は巻末袋に添付する。
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8　あとがき

　性能試験の結果より、本装置が深度2mの試錐孔内に4つのパッカーを確実に設置

でき、遮水性能も十分であることを確認した。

　また、釜石鉱山250mレベル坑道内で実施した装置の設置指導において、岩盤内

の実際の試錐孔内でも上述の性能を有し、4つの採水区間からの採水が十分可能であ

ることを実証した。

　本装置の釜石鉱山250mレベル坑道内での設置指導においては、動力炉・核燃料

開発事業団の関係者各位に種々の便宜を図って頂いた。

　ここに感謝の意を表する次第である。
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写真一1 遮水性能試験

（室内性能試験）

写真一2 採水区間遮水用パッカー組立前

（設置指導）
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写真一3 採水区間遮水用パッカー組立後

（設置指導）
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写真一5 パッカー設置状況　2

（設置指導）
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写真一7 地上部・注水用ハンドポンプ

　（設置指導）
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名称

図名

年月日

抗道内採水用バッカー設計

部品図5 製図

山本泰司

山本泰司

成5年11月25目 大成基礎設計株式会社
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品名 テッド区間中空シャフト
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‡一TPSシームレスバイブ 発注
9個 合計

名称

図名

年月目

抗道内採水用バッカー設計

部品図6 製図

山本泰司

山本泰司

成5年11月25日大成基礎設計株式会社
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品名 採水ストレーナー

発注

山本泰司

山本泰司
鐙
製図

抗道内採水用バッカー

部品図7

成5年11月25日大成基礎設計株式会社
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品名 バッカーラバー
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2個 発注

名称

図名

年月日

抗道内採水用バッカー

部品図8

設計

製図

山本泰司

山本泰司

成5年11月25日大成基礎設計株式会社
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品名 ワツシャー

1個 備考 厚さ　！

1加工する。

山本泰司

山本泰司
鐙
製図

抗道内採水用バッカー

　部品図9

成5年11月25目大成基礎設計株式会社
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図名

年月日



補強パンドル

山本泰司

山本泰司

抗道内採水用バッカー1設計

製図部品図10

平成5年11月25日1大成基礎設計株式会社

名称

堅
年月日
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バッカー拡張用ダブルロット

部品図

設計

製図

山本泰司

山本泰司

成5年1ユ月25目 大成基礎設計株式会社
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